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　サトウキビの栽培では土地利用率，収益性が低いこと
が問題とされ，それを克服するために土地利用型園芸作
物との輪・間作技術の確立が望まれてきた。一方，秋植
え・秋収穫に適した早期高糖性のサトウキビ品種が開発
され，従来とは異なる作付け体系の構築が可能となって
いる。そこで本研究では，種子島地域での秋冬期のサト
ウキビの間作に適した園芸作物を選定するための検討を
行った。
１．材料および方法
　栽培試験は鹿児島県農試熊毛支場で行った。レタス
‘サリナス８８’，タマネギ‘早生丸秀玉E型’およびサヤ
インゲン‘ベストクロップキセラ’を用いて，サトウキ
ビ‘KF９３-１７４’（９月４日新植および１０月１日収穫・２
年目株出し）間作と単作での収量特性を比較した。それ
ぞれの栽培で，栽植密度，施肥等の栽培管理は慣行に準
じた。レタスのトンネル被覆には不織布を用いた。サヤ
インゲンは矮性インゲンを用い，一斉収穫を行った。
２．結果および考察
　サヤインゲンでは，直播した場合には間作と単作の可
販収量はほぼ同じであった（第１表）。セルトレイで育
苗すると可販収量はやや低く，紙ポット育苗では直播の
半分以下となった。また，１０月９日播種では，９月２６日
播種に比べ，２L規格が多かったにも関わらず，全可販
収量は低く，播種期が遅れると収量低下が予想された。
以上のことから，サトウキビ間作でのサヤインゲンの栽
培は有望であるが，１０月上旬までに直播する必要がある
と考えられた。
　１０月３日播種のレタスでは，間作より単作で，またト
ンネル被覆により結球重が大きくなる傾向が見られた
（第２表）。トンネル被覆をしないと寒害の発生が見られ
た。１０月２３日播種でも，トンネル被覆により結球重は大
きくなる傾向が見られた。以上のことから，いずれの播
種日でも，トンネル被覆をしないと収穫基準（４５０g）
に近い結球重が得られず，種子島でのサトウキビ間作へ
のレタスの導入は難しいと考えられた。
　葉つきタマネギとしては，９月８日播種では２月２６日
に，９月２６日播種では３月１６日に球径６ cmを超えるも
のが収穫できた（第３表）。２月２６日および３月１日収穫
の調製重は間作（株出し）で有意に大きく，３月１６日収
穫では球径，調製重に間作，単作による有意な差は認め
られなかった。９月８日播種では，３月１６日に４０～５０％の
個体が倒伏し，丸タマネギとして収穫した（第４表）。
球径，調製重ともに有意な試験区間差は認められなかっ
た。タマネギは，葉つき，丸タマネギとして収穫する場
合ともに，間作での問題点は認められず，サトウキビ間
作への導入は有望と考えられた。
　前年度のレタス単作とサトウキビ・レタス間作の菌根
菌胞子数の推移を比較したところ，菌根菌胞子数はレタ
ス単作では低下するのに対し，間作（株間，畦間）では
高いレベルで維持された（第１図）。今後，サトウキビ
間作でのタマネギ栽培の有利性を検討するために，間作
によるタマネギの根の菌根菌感染率の変化について調査
する。
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第１表　サヤインゲンの収量に及ぼすサトウキビ間作と育苗の影響

規格外
（g/ 株）

可販収量
（g/ 株）

間作・単作育苗播種・定植・収穫日

１１７３単作－９月２６日播種（直播）
８６７間作（新植）１２月１日収穫
１１５７間作（株出し）５０穴セルトレイ９月２６日播種・１０月９日定植
８３２７．５cm紙ポット１２月１日収穫
１２４３単作

－
１０月９日播種（直播）
１２月１５日収穫

１１５２間作（新植）
１３５４間作（株出し）

第２表　レタスの結球重に及ぼすサトウキビ間作とトンネル被覆の影響

結球重
（g）

間作・単作
トンネル
被覆

播種・定植・収穫日

４０７a ｚ）単作無
１０月３日播種
１０月２２日定植
１２月２５日収穫

２６７c間作（新植）
４４５a単作有 ３０５bc間作（新植）
３６１ab間作（株出し）無
４１４a有
２５５c単作無

１０月２３日播種
１１月１３日定植
２月１２日収穫

２５１c間作（新植）
３１７bc単作有 ３７０ab間作（新植）
２７１c間作（株出し）無
４１９a有

注）ｚ）スチューデント化したｔ検定により，異なる文字間には５％水
準で有意差があることを示す。

第３表　葉つきタマネギの収量特性に及ぼすサトウキビ間作の影響

調製重
（g）

球径
（mm）

間作・単作播種・定植・収穫日

１９５ｂ　６３ａｚ）単作９月８日播種
１８４ｂ６２ａ間作（新植）１０月１７日定植
２１９ａ６７ａ間作（株出し）２月２６日収穫
１２６ｂ４８ｂ単作９月２６日播種
１２０ｂ５０ｂ間作（新植）１１月３日定植
１４７ａ５４ａ間作（株出し）３月１日収穫
２０３ａ６９ａ単作９月２６日播種
１９１ａ６７ａ間作（新植）１１月３日定植
２１７ａ７０ａ間作（株出し）３月１６日収穫

注）ｚ）スチューデント化したｔ検定により，異なる文字間には５％水
準で有意差があることを示す。

第４表　丸タマネギの収量特性に及ぼすサトウキビ間作の影響

倒伏
（％）

調製重
（g）

球径
（mm）

間作・単作播種・定植・収穫日

５２２１９ａ　８７ａｚ）単作９月８日播種
４２２４２ａ８１ａ間作（新植）１０月１７日定植
４８２７５ａ８７ａ間作（株出し）３月１６日収穫

注）ｚ）スチューデント化したｔ検定により，異なる文字間には５％水
準で有意差があることを示す。

第１図　間作区と単作区における菌根菌胞子数
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